
なでしこガーデン上熊本

（令和8年6月1日現在）

【１】主な利用料金（介護保険に係わる料金）【１日あたり】

個別機能
訓練加算
（Ⅰ）

個別機能
訓練加算
（Ⅱ）

ＡＤＬ維持
等加算
（Ⅰ）

サービス提供
体制強化加算

（Ⅰ）

要支援１ １２円 ― ― ２２円

要支援２ １２円 ― ― ２２円

要介護１ １２円 ― ― ２２円

要介護２ １２円 ― ― ２２円

要介護３ １２円 ― ― ２２円

要介護４ １２円 ― ― ２２円

要介護５ １２円 ― ― ２２円

※他に【３】と【４】の各種加算や家賃、敷金などが別途発生します。

【２】主な利用料金（介護保険に係わる料金）【１ヶ月あたり（３０日換算）】

個別機能
訓練加算
（Ⅰ）

個別機能
訓練加算
（Ⅱ）

ＡＤＬ維持
等加算
（Ⅰ）

サービス提供
体制強化加算

（Ⅰ）

要支援１ ３６０円 ２０円 ３０円 ６６０円

要支援２ ３６０円 ２０円 ３０円 ６６０円

要介護１ ３６０円 ２０円 ３０円 ６６０円

要介護２ ３６０円 ２０円 ３０円 ６６０円

要介護３ ３６０円 ２０円 ３０円 ６６０円

要介護４ ３６０円 ２０円 ３０円 ６６０円

要介護５ ３６０円 ２０円 ３０円 ６６０円

※他に【３】と【４】の各種加算や家賃、敷金などが別途発生します。

２２，３２０円 ２３，３９０円 ４６，７８０円 ７０，１７０円

２４，３９０円 ２５，４６０円 ５０，９２０円 ７６，３８０円

１８，２７０円 １９，３４０円 ３８，６８０円 ５８，０２０円

２０，３７０円 ２１，４４０円 ４２，８８０円 ６４，３２０円

９，３９０円 １０，４６０円 ２０，９２０円 ３１，３８０円

１６，２６０円 １７，３３０円 ３４，６６０円 ５１，９９０円

特定施設
サービス費

合　　計 合　　計 合　　計

５，４９０円 ６，５６０円 １３，１２０円 １９，６８０円

８１３円 ８４７円 １，６９４円 ２，５４１円

介護負担　１割 介護負担　２割 介護負担　３割

６７９円 ７１３円 １，４２６円 ２，１３９円

７４４円 ７７８円 １，５５６円 ２，３３４円

５４２円 ５７６円 １，１５２円 １，７２８円

６０９円 ６４３円 １，２８６円 １，９２９円

２１７円 ４３４円 ６５１円

３１３円 ３４７円 ６９４円 １，０４１円

（介護予防）特定施設入居者生活介護　利用料金のご案内

介護負担　１割 介護負担　２割 介護負担　３割

特定施設
サービス費 合　　計 合　　計 合　　計

１８３円



以下の算定要件を満たした場合に加算を算定。
（Ⅰ）：①介護福祉士の数が、利用者の数が６又は
その端数を増すごとに１以上であること。
②たんの吸引等を必要とする者の占める割合が利用
者の５％以上１６％未満であること

入居継続支援加算

（Ⅱ）１００円/月
【個別機能訓練加算算定なしの場合】

（Ⅱ）２００円/月
【個別機能訓練加算算定ありの場合】

生活機能向上加算

（Ⅰ）１００円/月

・訪問・通所リハビリテーションを実施している事
業所又はリハビリテーションを実施している医療提
供施設の理学療法士等や医師からの助言を受けるこ
とができる体制を構築し、助言を受けた上で、機能
訓練指導員等が生活機能の向上を目的としてた個別
機能訓練計画を作成すること。
・理学療法士等や医師は、通所リハビリテーション
等のサービス提供の場又はＩＣＴを活用した動画等
により、利用者の状態を把握した上で、助言を行う
こと。

・外部のリハビリテーション専門職等（理学療法
士・作業療法士・言語聴覚士・医師が、特定施設入
居者生活介護事業所等を訪問し、特定施設入居者生
活介護事業所等の職員と共同で、アセシメントを行
い、個別樹の訓練計画を作成する事。機能訓練指導
員等など他職種の者が協働して、計画的に機能訓練
を実施する事。

以下の算定要件を満たした場合に加算を算定。
（Ⅰ）：①介護福祉士の数が、利用者の数が６又は
その端数を増すごとに１以上であること。
②たんの吸引等を必要とする者の占める割合が利用
者の１５％以上であること。

（Ⅰ）１２円/日

利用者に対して、機能訓練指導員、看護職員、介護
職員、生活相談員その他の職種の者が共同して、利
用者ごとに個別機能訓練計画を作成し、当該計画に
基づき、計画的に機能訓練を行うことにより加算を
算定。

個別機能訓練加算

（Ⅱ）２０円/月

【３】その他の利用料金（介護保険に係わる料金）

身体拘束廃止未実施減算 所定単位数の１０％を減算

・身体拘束等のさらなる適正化を図る為、以下の措
置を講じなければならず、基準を満たさない場合は
所定単位数から減算となる。
・やむを得ず身体拘束等を実施する場合には、必要
事項等を記録する事や身体拘束等の適正化のための
指針の作成、その対策を検討する委員会を３月に１
回以上開催するとともにその結果について介護職員
等への周知徹底を図る事、介護職員等への定期的な
研修を実施する事。

（Ⅰ）３６円/日

（Ⅱ）２２円/日

高齢者虐待防止措置未実施減算 所定単位数の３％を減算

・高齢者虐待防止のための対策を検討する委員会を
定期的に開催していない、高齢者虐待防止のための
指針を整備していない、高齢者虐待防止のための年
１回以上の研修を実施していない、又は高齢者虐待
防止措置を適正に実施する為の担当者を置いていな
い事実が発生した場合などに所定単位数から減産す
る事とする。

業務継続計画未策定減算 所定単位数の２％を減算
・感染症の予防及びまん延の防止のための指針及び
非常災害に関する具体的計画を策定している場合に
減算とする。

個別機能訓練換算（Ⅰ）を算定している利用者につ
いて、個別機能訓練計画の内容等の情報を厚生労働
省に提出し、機能訓練の実施に当たって当該情報そ
の他機能訓練の適切かつ有効な実施のために必要な
情報を活用すること。



ＡＤＬ維持等加算

（Ⅰ）３０円/月

（Ⅱ）６０円/月

科学的介護推進体制加算 ４０円/月

以下のいずれの要件も満たすことが必要。
イ：入所者・利用者ごとのＡＤＬ値、栄養状態、口
腔機能、認知症の状況その他の入所者の心身の状況
等に係る基本的な情報を厚生労働省に提出している
こと。
ロ：必要に応じてサービス計画を見直すなど、サー
ビス提供に当たって、上記の情報その他サービスを
適切かつ有効に提供するために必要な情報を活用し
ていること。

口腔・栄養スクリーニング加算 ２０円/回

利用開始時及び利用中６月ごとに利用者の栄養状態
について確認を行い、当該利用者の栄養状態に関す
る情報（当該利用者が低栄養状態の場合にあって
は、低栄養状態の改善に必要な情報を含む）を当該
利用者を担当する介護支援専門員に提供した場合
に、加算を算定できる。ただし、当該利用者につい
て、当該事業所以外で既に栄養スクリーニグ加算を
算定している場合は算定しない。

若年性認知症入居者受入加算 １２０円/日

以下の要件を満たすこと。
《ＡＤＬ維持等加算（Ⅰ）》
イ：利用者（評価対象利用期間が６月を超える者）
総数が10人以上であること。
ロ：利用者等全員について、利用開始月と、当該付
きの翌月から起算して6月目にサービスの利用がない
場合はサービスの利用があった最終月）において、
Barthel Indexを適切に評価できるものがＡＤＬ値を
測定し、測定した日が属する月ごとに厚生労働省に
提出していること。
ハ：利用開始月の翌月から起算して6月目の月に測定
したＡＤＬ値から利用開始月に測定したＡＤＬ値を
控除し、初月のＡＤＬ値や要介護認定の状況等に応
じた値を加えて得た値（調整済ＡＤＬ利得）につい
て、利用者等から調整済ＡＤＬ利得の上位及び会そ
れぞれ1割のものを除いた者を評価対象利用者等と
し、評価対象利用者等の調整済ＡＤＬ利得を平均し
て得た値が１以上であること。
《ＡＤＬ維持等加算（Ⅱ）》
・ＡＤＬ維持等加算（Ⅰ）のイとロの要件を満たす
こと。
・評価対象利用者の調整済ＡＤＬ利得を平均して得
た値が３以上であること。

（１）１００円/月

（Ⅰ）１８円/日

①常勤の看護師を１名以上配置し、看護に係る責任
者を定めている。②夜勤又は宿直を行う看護職員の
数が１名移乗であって、かつ、必要に応じて健康上
の管理等を行う体制を確保していること。③重度化
した場合における対応に係る指針を定め、入居の際
に、利用者又はその家族等に対して当該指針の内容
を説明し、同意を得ていること。

夜間看護体制加算

（２）９円/日

加算（１）の①及び③に該当するものであること。
②看護職員により、又は病院若しくは診療所若しく
は指定訪問看護ステーションとの連携により、利用
者に対して、２４時間連絡できる体制を確保し、か
つ、必要に応じて健康上の管理等を行う体制を確保
していること。

（２）４０円/月

当該協力医療機関との間で、利用者の同意を得て、
当該利用者の病歴等の情報を共有する会議を定期的
に開催している場合に算定できる。

協力医療機関連携加算

受け入れた若年性認知症入居者ごとに個別担当者を
定めて、本人やその家族の希望を踏まえた介護サー
ビスを提供する事について評価を行う目的で加算を
算定。



病院や診療所、介護老人保健施設又は介護医療院か
ら指定特定施設に入居した場合には、入居した日か
ら起算して30日以内の期間については加算を算定で
きる。30日を超える病院若しくは診療所への入院又
は介護老人保健施設若しくは介護医療院への入所後
に当該指定特定施設に再び入居した場合も、同様と
する。

・死亡日以前３１日以上４５日以下
　　　　　　　　　７２円/日

・死亡日以前４日以上３０日以下
　　　　　　　　　１４４円/日

・死亡日の前日及び前々日
　　　　　　　６８０円/日

・死亡日
　　　　　１，７８０円/日

医師が一般に認められている医学的知見に基づき回
復の見込みがないと診断した利用者について、その
旨を本人又はその家族等（以下、「利用者等」とい
う。）に対して説明し、その後の療養及び介護に関
する方針について合意を得た場合において、利用者
等とともに、医師、看護職員・介護職員、介護支援
専門員等が共同して、随時、利用者等に対して十分
な説明を行い、療養及び介護に関する合意を得なが
ら、利用者がその人らしく生き、その人らしい最期
が迎えられるよう支援するもの。

医師が一般に認められている医学的知見に基づき回
復の見込みがないと診断した利用者について、その
旨を本人又はその家族等（以下、「利用者等」とい
う。）に対して説明し、その後の療養及び介護に関
する方針について合意を得た場合において、利用者
等とともに、医師、看護職員・介護職員、介護支援
専門員等が共同して、随時、利用者等に対して十分
な説明を行い、療養及び介護に関する合意を得なが
ら、利用者がその人らしく生き、その人らしい最期
が迎えられるよう支援するもの。

サービス提供体制加算

①サービス提供体制強化加算（Ⅰ）

　　　　　　　　　　　２２円/日
②サービス提供体制強化加算（Ⅱ）

　　　　　　　　　　　１８円/日
③サービス提供体制強化加算（Ⅲ）

　　　　　　　　　　　　６円/日

※サービス提供体制強化加算の算定について

当施設の介護職員の総数の内、介護福祉士の占める
割合が７０%以上である為、①を加算致します。

介護職員等処遇改善加算 介護職員等処遇改善加算(Ⅰ）イ

介護福祉士の割合が厚生労働大臣の定める基準を満
たしている為、毎月の介護保険費用の合計額に対
し、14.8％の割合を乗じた額を加算として算定。

退院・退所時連携加算 ３０円/日

・死亡日
　　　　　１，２８０円/日

看取り介護加算　（Ⅰ）

看取り介護加算（Ⅱ）

・死亡日以前３１日以上４５日以下
　　　　　　　　　５７２円/日

生産性向上推進体制加算

・生産性向上推進体制加算（Ⅰ）
　　　　　　　　　１００円/月

・生産性向上推進体制加算（Ⅱ）
　　　　　　　　　１０円/月

介護現場における生産性の向上に資する取り組みの
促進を図る観点から見守り機器等のテクノロジーを
導入し業務の改善等を行い、算定基準を満たす場合
に算定。

高齢者施設等感染対策向上加算

・高齢者施設等感染対策向上加算（Ⅰ）
　　　　　　　　　１０円/月

・高齢者施設等感染対策向上加算（Ⅱ）

　　　　　　　　　５円/月

施設内で感染者が発生した場合に感染者の対応を行
う医療機関との連携の上、施設内で感染者の療養を
行う事や他の入居者への感染拡大を防止する事が求
められることから新しく加算を算定。（Ⅱ）は感染
対策向上加算に係る届け出を行った医療機関から少
なくとも３年に１回以上、施設内で感染者が発生し
た場合の感染抑制等に係る実地指導を受けている場
合に、月１回算定するものとする。

認知症専門ケア加算

・認知症専門ケア加算（Ⅰ）
　　　　　　　　　３円/日

・認知症専門ケア加算（Ⅱ）
　　　　　　　　　４円/日

認知症高齢者の増加に対する評価を高め、積極的な
受入を促進する観点から設けられたもの。加算対象
の際には、事前に利用者等への説明と同意を得た上
で、（Ⅰ）においては、３円/日を算定し、（Ⅱ）に
おいては、４円/日の算定。

・死亡日以前４日以上３０日以下
　　　　　　　　　６４４円/日

・死亡日の前日及び前々日
　　　　　１，１８０円/日

新興感染症等施設療養費
・新興感染症等施設療養費

　　　　　　　　　２４０円/日

利用者が別に厚生労働大臣が定める感染症に感染し
た場合に相談対応、診療、入院調整等を行う医療機
関を確保し、かつ、当該感染症に感染した利用者に
対し、適切な感染対策を行った上で、指定特定施設
入居者生活介護を行った場合に、１月に１回、連続
する５日を限度として算定する。



【４】その他の月額利用料金（介護保険に係わらない料金）　【１月あたり】

部屋番号
食費(税込)

【30日換算】

205～207号室

208～215号室 ５４，４５０円

202～203号室

201、204、
305～309号室

【　内　訳　】

310～317号室 ～１食あたり～

302～303号室 朝食　３５０円

301、304号室 昼食　６５０円

216号室 夕食　８１５円

406～413号室

318号室

414号室

403～405号室

401～402号室

＜ご留意事項＞

：

：

１９，８００円

１９，８００円

２３，１００円

１６，５００円

１６，５００円

１６，５００円

１６，５００円

１９，８００円

１６，５００円

１５５，０００円 ２５７，５５０円

＊　負担割合
皆様の所得等により定められた割合（1割・2割・3割）に応じて費用は変動致します。当住宅職員にお尋
ね下さい。

＊　敷　　金
家賃の３か月分（150,000円～465,000円）※ただし、2年後の更新の際には、新たな敷金は発生致しませ
ん。

２５，０００円

８５，０００円 １７４，２５０円

９７，５００円 １９６，７５０円

１０２，５００円 ２０１，７５０円

１５，０００円

２５，０００円

２５，０００円

１９，８００円

６７，５００円 １５３，４５０円

７５，０００円 １６４，２５０円

７５，０００円 １７０，９５０円

１５，０００円

１５，０００円

２５，０００円

１６，５００円

６０，０００円 １４５，９５０円

６２，５００円 １４８，４５０円

６５，０００円 １５０，９５０円１５，０００円 １６，５００円

１５，０００円

１５，０００円

５０，０００円 １３５，９５０円

５２，５００円 １３８，４５０円

５７，５００円 １４３，４５０円

１５，０００円

１５，０００円

１５，０００円

１６，５００円

家賃 合　　計共益費 水光熱費(税込）


